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(57)【要約】
【課題】可能な限り確実に装着の有無を判定できるイヤ
ホン装着検出装置等を提供する。
【解決手段】
　携帯用音響機器１０に接続されたイヤホン１４もしく
はイヤホン１４の付属物に固定さ
れた測温素子２２と、測温素子２２の出力を監視する監
視手段６０と、監視手段６０によ
り検出された温度測定値が、所定温度領域内から当該所
定温度領域外に変化した遷移パタ
ンを検出したとき、携帯用音響機器１０の主要回路に電
源電力を供給するオンモードから
、所定の待機時間経過後に当該主要回路に供給する電源
電力を遮断するオフモードに移行
する電源制御手段６４を備えたことを特徴とするイヤホ
ン装着検出装置。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯用音響機器に接続されたイヤホンもしくはイヤホンの付属物に固定された測温素子
と、
　前記測温素子の出力を監視する監視手段と、
　前記監視手段が、前記測温素子の温度測定値が所定温度領域内から当該所定温度領域外
に変化した遷移パタンを検出したとき、前記携帯用音響機器の主要回路に電源電力を供給
するオンモードから、所定の待機時間経過後に当該主要回路に供給する前記電源電力を遮
断するオフモードに移行する電源制御手段を備えたことを特徴とするイヤホン装着検出装
置。
【請求項２】
　請求項１に記載のイヤホン装着検出装置において、
　外気温を測定する補助測温素子を備え、
　前記イヤホンもしくはイヤホンの付属物に固定された測温素子と前記補助測温素子の出
力を監視する監視手段と、
　前記監視手段により検出された前記測温素子と前記補助測温素子の温度測定値の差が、
設定値以上から設定値以下の状態に変化した遷移パタンを検出したとき、前記携帯用音響
機器の主要回路に電源電力を供給するオンモードから、所定の待機時間経過後に当該主要
回路に供給する前記電源電力を遮断するオフモードに移行する電源制御手段を備えたこと
を特徴とするイヤホン装着検出装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のイヤホン装着検出装置において、
　前記測温素子はサーミスタからなり、イヤホンケーブルを介して前記サーミスタを含む
共振回路に励振電流を供給する回路と、温度に依存して変化する前記サーミスタの電気抵
抗と前記共振回路の共振周波数との関係から、温度測定値を示すディジタル信号を取得す
る温度検出インタフェースを備えたことを特徴とするイヤホン装着検出装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれかに記載のイヤホン装着検出装置において、
　前記監視手段は、
　今回測定した温度測定値と直前に測定した温度測定値との差が閾値以下のときは、時間
間隔Ｔ１で前記測温素子の温度測定値を取得する定温確認フェーズで動作し、
　今回測定した温度測定値と直前に測定した温度測定値との差が閾値を越えたときは、時
間間隔Ｔ１より短い時間間隔Ｔ２で前記測温素子の温度測定値を取得する遷移確認フェー
ズで動作することを特徴とするイヤホン装着検出装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれかに記載のイヤホン装着検出装置において、
　前記監視手段が、一定の時間内に温度測定値が前記所定温度領域を越えて下降する遷移
パタンを検出したとき、前記電源制御手段は、前記電源電力を遮断することができるオフ
モードに移行するとともに、予め定めた待機時間後に再度温度測定値を取得して、その温
度測定値が前記所定温度領域内に復帰したときは、前記電源電力を遮断することなく、前
記オフモードから前記オンモードに移行することを特徴とするイヤホン装着検出装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれかに記載のイヤホン装着検出装置において、
　前記電源回路と主要回路とが強制的に接続され、前記監視手段が、一定の時間内に温度
測定値が上昇して前記所定温度領域内に達する遷移パタンを検出したとき、前記電源制御
手段は、前記オフモードから前記オンモードに移行するイヤホン装着検出装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれかに記載のイヤホン装着検出装置において、
　前記イヤホンもしくはイヤホンの付属物には、前記測温素子とその温度測定値を無線送
信する無線送信機と、前記電源制御手段が前記主要回路に供給する前記電源電力を遮断す
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るオフモードに移行して、音響再生信号が受信されなくなったときに、前記無線送信機の
駆動電源をオフする無線送信停止回路と、手動操作により前記無線送信機を起動する起動
スイッチを備えることを特徴とするイヤホン装着検出装置。
【請求項８】
　請求項３乃至７のいずれかに記載のイヤホン装着検出装置において、
　前記携帯用音響機器は、前記励振電流を供給して前記サーミスタと共振回路を構成し温
度測定値を取得する温度検出インタフェースと、音響再生回路の制御手段と、手動操作ス
イッチの制御信号を受け入れる入出力インタフェースと、前記監視手段と前記電圧制御手
段として機能するマイクロプロセッサを一体に搭載した集積回路を備えることを特徴とす
るイヤホン装着検出装置。
【請求項９】
　音響再生回路と、
　この音響再生回路に電源電力を供給する電源回路と、
　前記音響再生回路により駆動されるイヤホンもしくはイヤホンの付属物に固定された、
測温素子と、
　前記測温素子の出力を監視する監視手段と、
　前記監視手段により検出された温度特定値を記憶する記憶装置と、
　前記所定温度領域内から前記所定温度領域外に変化した遷移パタンを、予め設定した遷
移パタンと比較する比較手段と、
　前記比較手段が前記予め設定した遷移パタンを検出したときに、前記電源回路から少な
くとも前記音響再生回路を含む主要回路に電源電力を供給するオンモードから、所定の待
機時間経過後に当該主要回路に供給する前記電源電力を遮断するオフモードに移行する電
源制御手段、
　とを備えたことを特徴とする携帯用音響機器。
【請求項１０】
　音響再生回路と、この音響再生回路に電源電力を供給する電源回路と、前記音響再生回
路により駆動されるイヤホンもしくはイヤホンの付属物に固定された測温素子とを備えた
携帯用音響機器を制御するコンピュータを、
　前記測温素子の出力を監視する監視手段と、
　前記監視手段により検出された温度を記憶する記憶手段と、
　前記所定温度領域内から前記所定温度領域外に変化した遷移パタンを、予め設定した遷
移パタンと比較する比較手段と、
　前記比較手段が前記予め設定した遷移パタンを検出したときに、前記電源回路から少な
くとも前記音響再生回路を含む主要回路に電源電力を供給するオンモードから、所定の待
機時間経過後に当該主要回路に供給する前記電源電力を遮断するオフモードに移行する電
源制御手段、
　として機能させる携帯用音響機器制御プログラム。
【請求項１１】
　音響再生回路と、この音響再生回路に電源電力を供給する電源回路と、前記音響再生回
路により駆動されるイヤホンもしくはイヤホンの付属物に固定された測温素子とを備えた
携帯用音響機器を制御するコンピュータを、
　前記測温素子の出力を監視する監視手段と、
　前記監視手段により検出された温度を記憶する記憶手段と、
　前記所定温度領域内から前記所定温度領域外に変化した遷移パタンを、予め設定した遷
移パタンと比較する比較手段と、
　前記比較手段が前記予め設定した遷移パタンを検出したときに、前記電源回路から少な
くとも前記音響再生回路を含む主要回路に電源電力を供給するオンモードから、所定の待
機時間経過後に当該主要回路に供給する前記電源電力を遮断するオフモードに移行する電
源制御手段、
　として機能させる携帯用音響機器制御プログラムを記録したコンピュータで読み取り可
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能な記録媒体。
【請求項１２】
　音響再生回路と、この音響再生回路に電源電力を供給する電源回路と、前記音響再生回
路により駆動されるイヤホンもしくはイヤホンの付属物に固定された測温素子とを備えた
携帯用音響機器において、
　監視手段が、前記測温素子の出力を監視するステップと、
　記憶手段が、前記監視手段により検出された温度を記憶するステップと、
　比較手段が、前記所定温度領域内から前記所定温度領域外に変化した遷移パタンを、予
め設定した遷移パタンと比較するステップと、
　電源制御手段が、前記比較手段が前記予め設定した遷移パタンを検出したときに、前記
電源回路から少なくとも前記音響再生回路を含む主要回路に電源電力を供給するオンモー
ドから、所定の待機時間経過後に当該主要回路に供給する前記電源電力を遮断するオフモ
ードに移行するステップ、
　を含む、携帯用音響機器制御方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯音楽プレーヤ等に使用される、イヤホン装着検出装置と携帯用音響機器
と携帯用音響機器制御プログラムと記録媒体と携帯用音響機器制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯用音響機器の電源にはバッテリが使用される。例えば、イヤホンを外して電源をオ
ンにしたまま放置すると、バッテリが無駄に消耗される。ブルートゥース等による無線通
信機能を持つ携帯用音響機器は、バッテリの消耗が激しく、無駄を防ぎたい。また、外さ
れたイヤホンから出る音は周囲に対して騒音になる。この問題を解決するために、イヤホ
ンの装着検出技術が紹介されている。
（特許文献１）（特許文献２）（特許文献３）。
【特許文献１】特開２００１－１８９９００号公報
【特許文献２】特開２００２－５７７６５号公報
【特許文献３】特開２００４－２９７２５６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　既知の従来の技術には、次のような解決すべき課題があった。
　イヤホンの装着検出には上記のように各種の方法が考えられる。しかし、例えばこれが
誤動作をすると、音楽再生中に再生動作が急に停止する。また、手動操作やリモコン操作
との調整を図ることも必要である。
　上記の課題を解決するために、本発明は、可能な限り確実に装着の有無を判定、誤動作
を防止した、イヤホン装着検出装置と携帯用音響機器と携帯用音響機器制御プログラムと
記録媒体と携帯用音響機器制御方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　以下の構成はそれぞれ上記の課題を解決するための手段である。
　〈構成１〉携帯用音響機器に接続されたイヤホンもしくはイヤホンの付属物に固定され
た測温素子と、上記測温素子の出力を監視する監視手段と、上記監視手段が、上記測温素
子の温度測定値が所定温度領域内から当該所定温度領域外に変化した遷移パタンを検出し
たとき、上記携帯用音響機器の主要回路に電源電力を供給するオンモードから、所定の待
機時間経過後に当該主要回路に供給する上記電源電力を遮断するオフモードに移行する電
源制御手段を備えたことを特徴とするイヤホン装着検出装置。
【０００５】
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　イヤホンが耳から外されたときに、監視温度の遷移パタンを検出して、自動的に主要回
路に供給する電源電力を遮断するので、携帯用音響機器のバッテリの消耗を軽減できる。
イヤホンが耳から外れたときでも、所定の待機時間経過後に電源電力を遮断するので、イ
ヤホンの装着が緩んだ程度で音響再生がむやみに停止することがない。
【０００６】
　〈構成２〉構成１に記載のイヤホン装着検出装置において、外気温を測定する補助測温
素子を備え、上記イヤホンもしくはイヤホンの付属物に固定された測温素子と上記補助測
温素子の出力を監視する監視手段と、上記監視手段により検出された上記測温素子と上記
補助測温素子の温度測定値の差が、設定値以上から設定値以下の状態に変化した遷移パタ
ンを検出したとき、上記携帯用音響機器の主要回路に電源電力を供給するオンモードから
、所定の待機時間経過後に当該主要回路に供給する上記電源電力を遮断するオフモードに
移行する電源制御手段を備えたことを特徴とするイヤホン装着検出装置。
【０００７】
　　構成１では絶対温度測定をした。構成２では相対温度測定をする。測温素子と補助測
温素子の温度差からイヤホンの装着を判断することができる。
【０００８】
　〈構成３〉構成１または２に記載のイヤホン装着検出装置において、上記測温素子はサ
ーミスタからなり、イヤホンケーブルを介して上記サーミスタを含む共振回路に励振電流
を供給する回路と、温度に依存して変化する上記サーミスタの電気抵抗と上記共振回路の
共振周波数との関係から、温度測定値を示すディジタル信号を取得する温度検出インタフ
ェースを備えたことを特徴とするイヤホン装着検出装置。
【０００９】
　測温素子は、利用者の体温により温度上昇して、所定の温度測定値を出力する。測温素
子の出力は、イヤホンケーブルを介して携帯用音響機器に内蔵された監視手段で監視する
。ここで測温素子として、サーミスタを使用する。サーミスタは測定温度に対応して電気
抵抗を変化させる。イヤホンケーブルを介してサーミスタを含む共振回路に励振電流を供
給すると、サーミスタの電気抵抗と共振回路の共振周波数との関係から、温度測定値を示
すディジタル信号を取得できる。しかも、温度検出回路が小電力で安定に動作する。
【００１０】
　〈構成４〉構成１乃至３のいずれかに記載のイヤホン装着検出装置において、上記監視
手段は、今回測定した温度測定値と直前に測定した温度測定値との差が閾値以下のときは
、時間間隔Ｔ１で上記測温素子の温度測定値を取得する定温確認フェーズで動作し、今回
測定した温度測定値と直前に測定した温度測定値との差が閾値を越えたときは、時間間隔
Ｔ１より短い時間間隔Ｔ２で上記測温素子の温度測定値を取得する遷移確認フェーズで動
作することを特徴とするイヤホン装着検出装置。
【００１１】
　オンモードでイヤホンが装着されていて温度が変化しないときは、長い時間間隔で温度
測定をする。これにより、監視動作に必要な電力消費を抑える。さらに、今回測定した温
度測定値と直前に測定した温度測定値との差が閾値を越えたときは、短い時間間隔で温度
測定値を取得し、遷移パタンを正確に識別する。
【００１２】
　〈構成５〉構成１乃至４のいずれかに記載のイヤホン装着検出装置において、上記監視
手段が、一定の時間内に温度測定値が上記所定温度領域を越えて下降する遷移パタンを検
出したとき、上記電源制御手段は、上記電源電力を遮断することができるオフモードに移
行するとともに、予め定めた待機時間後に再度温度測定値を取得して、その温度測定値が
上記所定温度領域内に復帰したときは、上記電源電力を遮断することなく、上記オフモー
ドから上記オンモードに移行することを特徴とするイヤホン装着検出装置。
【００１３】
　温度測定値が下降する遷移パタンを検出したときでも、予め定めた待機時間後に所定温
度領域内に復帰したときは、電源電力を遮断せずにオンモードに戻す。一時的に耳からイ
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ヤホンが外れたようなときには、むやみに電源が遮断されないので、快適に使用できる。
【００１４】
　〈構成６〉構成１乃至５のいずれかに記載のイヤホン装着検出装置において、上記電源
回路と主要回路とが強制的に接続され、上記監視手段が、一定の時間内に温度測定値が上
昇して上記所定温度領域内に達する遷移パタンを検出したとき、上記電源制御手段は、上
記オフモードから上記オンモードに移行するイヤホン装着検出装置。
【００１５】
　たとえオフモードでも、手動操作スイッチの制御を優先させる構成にする。手動操作ス
イッチの制御により電源回路と主要回路とが強制的に接続されたときには、イヤホンの装
着を検出してオンモードに移行する。即ち、温度測定値が上昇して所定温度領域内に達す
る遷移パタンを監視し、該当する遷移パタンと一致したときは、その後、イヤホンの脱着
を監視できる状態に移る。
【００１６】
　〈構成７〉構成１乃至６のいずれかに記載のイヤホン装着検出装置において、上記イヤ
ホンもしくはイヤホンの付属物には、上記測温素子とその温度測定値を無線送信する無線
送信機と、上記電源制御手段が上記主要回路に供給する上記電源電力を遮断するオフモー
ドに移行して、音響再生信号が受信されなくなったときに、上記無線送信機の駆動電源を
オフする無線送信停止回路と、手動操作により上記無線送信機を起動する起動スイッチを
備えることを特徴とするイヤホン装着検出装置。
【００１７】
　ワイヤレスイヤホンでも同様の制御ができるが、オフモードでイヤホンの無線送信機を
停止させないと、イヤホンで無駄な電力を消費する。オフモードに移行して音響再生信号
が受信されなくなったときに、無線送信機の駆動電源をオフすれば、この制御ができる。
起動時には、手動操作できる起動スイッチがあればよい。
【００１８】
　〈構成８〉構成３乃至７のいずれかに記載のイヤホン装着検出装置において、上記携帯
用音響機器は、上記励振電流を供給して上記サーミスタと共振回路を構成し温度測定値を
取得する温度検出インタフェースと、音響再生回路の制御手段と、手動操作スイッチの制
御信号を受け入れる入出力インタフェースと、上記監視手段と上記電圧制御手段として機
能するマイクロプロセッサを一体に搭載した集積回路を備えることを特徴とするイヤホン
装着検出装置。
【００１９】
　励振電流を供給してサーミスタと共振回路を構成し温度測定値を取得する温度検出イン
タフェースは集積回路化することができるから、装置全体を小型化することができる。
【００２０】
　〈構成９〉音響再生回路と、この音響再生回路に電源電力を供給する電源回路と、上記
音響再生回路により駆動されるイヤホンもしくはイヤホンの付属物に固定された、測温素
子と、上記測温素子の出力を監視する監視手段と、上記監視手段により検出された温度特
定値を記憶する記憶装置と、上記所定温度領域内から上記所定温度領域外に変化した遷移
パタンを、予め設定した遷移パタンと比較する比較手段と、上記比較手段が上記予め設定
した遷移パタンを検出したときに、上記電源回路から少なくとも上記音響再生回路を含む
主要回路に電源電力を供給するオンモードから、所定の待機時間経過後に当該主要回路に
供給する上記電源電力を遮断するオフモードに移行する電源制御手段、とを備えたことを
特徴とする携帯用音響機器。
【００２１】
　〈構成１０〉音響再生回路と、この音響再生回路に電源電力を供給する電源回路と、上
記音響再生回路により駆動されるイヤホンもしくはイヤホンの付属物に固定された測温素
子とを備えた携帯用音響機器を制御するコンピュータを、上記測温素子の出力を監視する
監視手段と、上記監視手段により検出された温度を記憶する記憶手段と、上記所定温度領
域内から上記所定温度領域外に変化した遷移パタンを、予め設定した遷移パタンと比較す
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る比較手段と、上記比較手段が上記予め設定した遷移パタンを検出したときに、上記電源
回路から少なくとも上記音響再生回路を含む主要回路に電源電力を供給するオンモードか
ら、所定の待機時間経過後に当該主要回路に供給する上記電源電力を遮断するオフモード
に移行する電源制御手段、として機能させる携帯用音響機器制御プログラム。
【００２２】
　〈構成１１〉音響再生回路と、この音響再生回路に電源電力を供給する電源回路と、上
記音響再生回路により駆動されるイヤホンもしくはイヤホンの付属物に固定された測温素
子とを備えた携帯用音響機器を制御するコンピュータを、上記測温素子の出力を監視する
監視手段と、上記監視手段により検出された温度を記憶する記憶手段と、上記所定温度領
域内から上記所定温度領域外に変化した遷移パタンを、予め設定した遷移パタンと比較す
る比較手段と、上記比較手段が上記予め設定した遷移パタンを検出したときに、上記電源
回路から少なくとも上記音響再生回路を含む主要回路に電源電力を供給するオンモードか
ら、所定の待機時間経過後に当該主要回路に供給する上記電源電力を遮断するオフモード
に移行する電源制御手段、として機能させる携帯用音響機器制御プログラムを記録したコ
ンピュータで読み取り可能な記録媒体。
【００２３】
　〈構成１２〉音響再生回路と、この音響再生回路に電源電力を供給する電源回路と、上
記音響再生回路により駆動されるイヤホンもしくはイヤホンの付属物に固定された測温素
子とを備えた携帯用音響機器において、監視手段が、上記測温素子の出力を監視するステ
ップと、記憶手段が、上記監視手段により検出された温度を記憶するステップと、比較手
段が、上記所定温度領域内から上記所定温度領域外に変化した遷移パタンを、予め設定し
た遷移パタンと比較するステップと、電源制御手段が、上記比較手段が上記予め設定した
遷移パタンを検出したときに、上記電源回路から少なくとも上記音響再生回路を含む主要
回路に電源電力を供給するオンモードから、所定の待機時間経過後に当該主要回路に供給
する上記電源電力を遮断するオフモードに移行するステップ、を含む、携帯用音響機器制
御方法。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　本発明では、携帯用音響機器に接続されたイヤホン等に測温素子を取り付ける。そして
、測温素子が利用者の体温に近い所定範囲の温度を検出しなくなったときは、所定のタイ
ミングで機器の主要回路に供給する電源電力を遮断する。以下、本発明の実施の形態を実
施例毎に詳細に説明する。
【実施例１】
【００２５】
　図１は、実施例１の携帯用音響機器の回路ブロック図である。
　また、図２は、携帯用音響機器の一例を示す斜視図である。
　まず、図２（ａ）を用いて携帯用音響機器の外観構成を説明する。この図において、携
帯用音響機器１０は、手動操作スイッチ１８とディスプレイ１９とを備える。携帯用音響
機器１０には、イヤホン１４がケーブル１６を介して接続されている。携帯用音響機器１
０の内部に組み込まれた音響再生回路１２は、既知の技術によりイヤホン１４を駆動する
。
【００２６】
　この実施例において、イヤホン１４には、測温素子２２が固定されている。図の一点鎖
線の円内に示すように、耳孔に挿入する部分に一体にモールドすると、測温素子２２は耳
孔にほぼ密着する。これで体温を測定できる。測温素子２２を固定する場所は人体に密着
する部分ならどこでもよい。イヤホンやイヤホンの付属物で熱伝導の良いものに固定すれ
ば、少なくとも室温よりも高い温度が測定できる。赤外線により非接触で体温が測定でき
れば、そうした測温素子も利用できる。イヤホンの場合は耳孔内面に接触させるのが最も
体温を測定し易い。図２（ｂ）に示すヘッドホン２４は、イヤホンの変形例である。この
例では、耳の周囲に密着するクッション状の付属物２６の部分に測温素子２２が固定され
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るとよい。
【００２７】
　図１の回路は、測温素子２２の出力を受け入れるための回路である。図の回路は、集積
回路３０により制御される。この集積回路３０には、イヤホン１４、音響再生回路１２、
手動操作スイッチ１８、ディスプレイ１９、電源回路５０、スイッチ回路５２等が接続さ
れている。集積回路３０は、ＣＰＵ３２とＲＯＭ（リードオンリメモリ）３３とＲＡＭ（
ランダムアクセスメモリ）３４とＩ／Ｏポート３６を備える。これらは、音響再生回路１
２の制御手段であり、後で説明する、監視手段と電圧制御手段として機能するマイクロプ
ロセッサである。監視手段６０、比較手段６２、電源制御手段６４は、コンピュータプロ
グラムである。
【００２８】
　集積回路３０は、このマイクロプロセッサとともに、カウンタ３９とＲＦコンバータ４
０を含む温度検出インタフェースを搭載する。さらに、手動操作スイッチ１８等の制御信
号を受け入れる入出力インタフェース３６と、タイマ４６とＬＣＤドライバ４８を搭載す
る。ＣＰＵ３２は、中央処理装置である。ＲＯＭ３３はＣＰＵ３２の動作用プログラム等
を記憶する。ＲＡＭ３４は、例えば、音楽ファイルやコンピュータの動作用パラメータを
記憶する。温度測定値もここに順次記憶されて演算処理に使用される。
【００２９】
　手動操作スイッチ１８が操作されて、音楽の再生要求があると、ＣＰＵ３２はＲＡＭ３
４に記憶された楽曲を読み出して、音響再生回路１２により演奏を開始させる。このとき
、測温素子２２を含む温度検出インタフェースが、イヤホン１４が耳から外されたかどう
かを監視する。外されたと判断したきは、スイッチ回路５２を制御して、電源回路５０か
ら音響再生回路１２等への電力の供給を遮断する。タイマ４６は、モード切り換え時の待
機時間管理等に使用する時計回路である。ＬＣＤドライバ４８は、ディスプレイ１９に表
示する画面を制御する。
【００３０】
　測温素子２２は、この例ではサーミスタからなる。ＲＦコンバータ（レジスタンス-フ
リークエンシ・コンバータ）４０は、イヤホンケーブル１６を介してサーミスタ（測温素
子２２）に励振電流を供給する。測温素子２２はＲＦコンバータ４０に含まれた回路に接
続されてＲＣ（抵抗とコンデンサ）時定数を利用した共振回路を構成する。温度に依存し
てサーミスタ２２の電気抵抗が変化するとこの共振回路の共振周波数が変動する。カウン
タ３９は、ＲＦコンバータ４０の出力パルスを一定の時間範囲でカウントして、上記の共
振周波数を取得する。この共振周波数から温度測定値を示すディジタル信号を簡単な比例
計算処理により求めることができる。また、ＲＦコンバータ４２には補助測温素子４４が
接続されている。カウンタ３９は、補助測温素子４４の出力も同様にして処理することが
できる。
【００３１】
　図３は、ＲＦコンバータの具体的な結線図である。
　発振制御回路６６は、繰り返し周波数、５０キロヘルツ～１メガヘルツ程度のクロック
を出力する。発振制御回路６６には、スイッチング制御用のトランジスタＴｒ１とＴｒ２
とＴｒ３が接続されている。トランジスタＴｒ３のコレクタには、トランジスタＴｒ１と
Ｔｒ２のコレクタとは逆極性のクロックが供給される。この回路で、まず、トランジスタ
Ｔｒ３がオフでトランジスタＴｒ１とＴｒ２がオンになる。このとき、コンデンサＣの充
電電流が、発振制御回路６６－Ｔｒ２－測温素子２２－コンデンサＣと流れ、同時に、発
振制御回路６６－Ｔｒ１－抵抗器Ｒ－コンデンサＣと流れる。次のタイミングでトランジ
スタＴｒ１とＴｒ２がオフし、トランジスタＴｒ３がオンになると、コンデンサＣがトラ
ンジスタＴｒ３を通じて放電される。
【００３２】
　このように、発振制御回路６６は、上記のような励振電流により、コンデンサＣを充放
電する。即ち、発振制御回路６６は、ＲＬＣ共振回路を形成する疑似インダクタンスとし
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て機能する。測温素子２２の温度変化により、測温素子２２とコンデンサＣの直列回路の
時定数が変化する。従って、共振回路の共振周波数が測温素子２２の抵抗値の変化に依存
して変化する。コンデンサＣの端子電圧を、ゲートＧを介してカウンタ３９に供給する。
カウンタ３９は、一定時間範囲に入力する信号をカウントする。このカウント値は共振周
波数に相当する。ＣＰＵ３２は、Ｉ／Ｏインタフェースを介してカウンタ３９の出力信号
を受け入れ、演算処理により、温度測定値に対応するディジタルデータを取得する。コン
デンサＣへの充放電電流は微弱でよい。Ｔｒ２－測温素子２２－コンデンサＣの間を結ぶ
リード線がイヤホンコードのように長いケーブルであっても、小電力で安定に動作する。
しかも、ＲＦコンバータを含む温度検出インタフェースは集積回路に一体に搭載できるの
で、回路全体を小型化できる。なお、カウンタ３９をハードウエアにより構成したが、コ
ンピュータプログラムにより構成しても構わない。
【００３３】
　まず、図１において、測温素子２２のみを用い、補助測温素子４４は使用しない動作例
を説明する。人体に密着している測温素子２２は、体温近傍の温度になり、該当する抵抗
値を示す。測温素子２２の抵抗値に対応して上記共振周波数が定まる。これをディジタル
値に変換し演算処理して温度測定値を得る。監視手段６０は温度測定値を検出する。検出
した温度測定値はＲＡＭ３４に順次記憶される。利用者の体温近傍の所定温度領域内から
定温度領域外に変化した遷移パタンを検出したとき、電源制御手段６４は、オンモードか
らオフモードの状態に移行する。即ち、イヤホンが耳から外れたと判断する。オンモード
では、携帯用音響機器１０の主要回路に電源電力を供給している。オフモードに移行する
と、所定の待機時間経過後に主要回路に供給する電源電力を遮断する。主要回路は、比較
的大きな待機電力を消耗する音響再生回路１２等を含む回路である。これは機器の機能に
応じて任意に選定するとよい。
【００３４】
　図４は、遷移パタンを検出するための動作説明図である。
　図のグラフの縦軸は温度測定値、横軸は時間である。実線はイヤホン１４が耳から外さ
れた状態、破線はイヤホン１４が再度装着された状態の温度変化を示す。始めは、イヤホ
ン１４が耳に装着されている。図１に示した監視手段６０は、定温確認フェーズと遷移確
認フェーズの２種のフェーズで動作する。定温確認フェーズでは、時間間隔Ｔ１で測温素
子２２の温度測定値を取得する。遷移確認フェーズでは、時間間隔Ｔ１より短い時間間隔
Ｔ２で測温素子２２の温度測定値を取得する。今回測定した温度測定値と直前に測定した
温度測定値との差が閾値以下のときは、定温確認フェーズで動作する。今回測定した温度
測定値と直前に測定した温度測定値との差が閾値を越えたときは、遷移確認フェーズで動
作する。
【００３５】
　閾値は例えば１度とする。閾値は、体温と外気温との関係から、イヤホン１４を耳に装
着したままでも測温素子２２の温度が変動する範囲に設定しておく。さらに、図のように
人体の体温近傍の所定温度領域ＴＷを設定しておく。この範囲は、例えば、摂氏３２度以
上３８度以下とする。なお、この実施例では測温素子２２の温度の低下のみを問題にする
から、所定温度領域ＴＷの下限温度３２度だけを演算処理に使用すればよい。
【００３６】
　時間間隔Ｔ１は例えば１分とする。時間間隔Ｔ２は例えば５秒とする。イヤホン１４が
耳に装着されているから、電源制御手段６４はオンモードである。オンモードで電源回路
５０はスイッチ回路５２を通じて音響再生回路１２に電力を供給している。オンモードで
耳にイヤホン１４が装着されていて温度変化が小さいときは、長い時間間隔Ｔ１で温度測
定をする。これにより、監視動作に必要な電力消費を抑える。例えば、Ａ／Ｄ変換器３８
によるデータサンプリング動作の回数を減らすと、電力消費を抑えることができる。デー
タサンプリング動作中以外はＲＦコンバータ４０の動作を停止させておくと、ＲＦコンバ
ータ４０の電力消費を抑えることができる。
【００３７】
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　図のグラフの時刻ｔ１と時刻ｔ２の間では、温度変化は微小で、定温確認フェーズが継
続する。時刻ｔ２と時刻ｔ３の間で温度が１度以上変化し、遷移確認フェーズに移行した
。時刻ｔ４以降は５秒間隔で温度測定値を取得する。時刻ｔ５で温度測定値が所定温度領
域ＴＷを越えて下降する状態が検出された。監視手段６０は、イヤホンが耳から外された
ときの遷移パタンであると判断する。時刻ｔ３～時刻ｔ５の間で温度測定値が順に下降し
ていること、及び、時刻ｔ５の温度測定値が３２度以下であることが、その条件である。
ここで、電源制御手段６４は、オフモードに移行して、例えば、所定の待機時間ＴＸだけ
待機し、再度温度測定値を取得する。所定の待機時間ＴＸは、例えば５分とする。
【００３８】
　遷移パタンを表すデータは、時間の経過に従って取得された一組の温度測定値と両者の
関係を示すデータであればよい。例えば、２回の測定で先に取得された温度測定値がＣ１
とし、後に測定された温度測定値がＣ２とする。Ｃ１が所定温度領域ＴＷ以内であって、
Ｃ２が所定温度領域ＴＷ以下であるとする判定結果が、両者の関係を示すデータである。
この関係が成り立つときは、スイッチ回路５２を制御して、電源回路５０から音響再生回
路１２に供給する電力を遮断する。一方、時刻ｔ５あるいは時刻ｔ６に、温度測定値が所
定温度領域ＴＷ内に復帰することがある。イヤホンを装着しなおした場合等である。この
ときは、電源電力を遮断することなく、オフモードからオンモードに移行するとよい。温
度測定値が下降する遷移パタンを検出したときでも、予め定めた待機時間後に所定温度領
域内に復帰したときは、電源電力を遮断せずにオンモードに戻す。一時的に耳からイヤホ
ン１４が外れたようなときには、むやみに電源が遮断されないので、快適に使用できると
いう効果がある。
【００３９】
　以上の実施例において、携帯用音響機器１０には、イヤホン１４を使用して音楽や放送
を聞くことができるものであって、携帯音楽プレーヤや携帯ラジオ、携帯電話等も含まれ
る。これらの機器機は携帯用であるからバッテリで駆動される。イヤホン１４を動作させ
るには相応の電力を消費するから、消し忘れるとバッテリの消耗が激しい。従って、自動
的にオフモードに移行させる効果が高い。
【００４０】
　イヤホン１４には、耳孔に差し込むものや耳に掛けるもの、ヘッドホン２４形式のもの
が含まれる。いずれも、イヤホン１４本体、あるいはイヤホン１４の付属物２６が、使用
時に人体にほぼ密着している。その部分に、埋め込み等により測温素子２２を固定すると
よい。測温素子２２が人体に密着していると、人体の体温近傍の所定温度領域内の温度測
定値を出力する。熱抵抗その他の条件によって、やや低めの温度が測定されることが多い
。イヤホン１４が耳から外されると、上記所定温度領域外に移行する。このときの所定時
間内の温度変化を遷移パタンとし、装着判定に利用する。所定時間は、上記の待機時間を
含む、誤動作防止のための十分に長い時間である。
【００４１】
　所定の遷移パタンが検出されたとき、電源をオンモードからオフモードに移行させる。
遷移パタンは、例えば、周期的に取得した温度測定値の変化率と変化量の閾値等により設
定しておく。変化率は時間あたりの温度変化量である。オンモードとは、携帯用音響機器
１０の主要回路に電源電力を供給している状態である。イヤホン１４を駆動しているかあ
るいは、ただちに駆動できる状態である。主要回路とは音響信号再生のための回路である
。制御用のマイクロプロセッサを動作させたり時計表示を維持するような回路は主要回路
に含まれないでよい。オフモードとは、主要回路に供給する前記電源電力を遮断している
状態と、その遮断動作前に準備動作をしている状態とを含む。即ち、オフモードに移行し
ても、所定の待機時間経過後に、初めて、主要回路に供給する電源電力を遮断する。準備
動作により、イヤホン１４が耳から外れてもすぐに元に戻したような場合は、オンモード
に復帰させることができる。
【実施例２】
【００４２】
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　上記の実施例では、体温を測定する測温素子２２のみをイヤホン１４の装着監視に使用
した。実施例２では、携帯用音響機器１０の人体に密着しない部分に固定された補助測温
素子４４を合わせて使用する。補助測温素子４４は、例えば、携帯用音響機器１０のケー
スに固定して、外気温の測定に使用するとよい。監視手段６０は、測温素子２２と補助測
温素子４４の出力を監視する。監視手段６０により検出された測温素子２２と補助測温素
子４４の温度差の変化を、比較手段６２が、所定の遷移パタンと比較する。
【００４３】
　補助測温素子４４による温度測定値は、例えば、３分に１回取得しておく。これが外気
温に相当する。例えば、摂氏１８度とする。体温は摂氏３５度程度に取得される。上記の
温度差が、設定値以下に変化した遷移パタンを検出したときに、イヤホンが耳から外れた
と判断する。通常の温度差が１７度であるから、１４度くらいを設定値に決めるとよい。
温度差が設定値以下になったときには、電源制御手段６４がオンモードからオフモードに
移行する。その後の動作は、実施例１と同様である。実施例１では絶対温度測定をした。
実施例２では相対温度測定をする。測温素子２２と補助測温素子４４の温度差からイヤホ
ン１４の装着を判断するので、人体の体温を正確に測定できない状況でも誤動作を防止で
きる。
【実施例３】
【００４４】
　図１に示した携帯用音響機器１０において、手動操作スイッチ１８の制御により、電源
回路５０と主要回路とを強制的に接続することができる。即ち、手動操作スイッチ１８の
制御を、電源制御手段６４の制御に優先させる。従って、手動操作により再生開始要求等
があると、無条件に再生が開始される。このときイヤホン１４は耳に装着されているはず
である。電源制御手段６４はこれまでのオフモードからオンモードに移行しなければなら
ない。そこで、監視手段６０が、温度測定値を監視する。一定の時間内に温度測定値が上
昇して所定温度領域内に達する遷移パタンを検出したとき、電源制御手段６４は、オフモ
ードからオンモードに移行する。これで、実施例１で説明した動作をすることができる状
態に戻る。即ち、温度測定値が上昇して所定温度領域内に達する遷移パタンを監視し、該
当する遷移パタンと一致したときは、その後、イヤホン１４の脱着を監視できる状態に移
ることができる。
【実施例４】
【００４５】
　図５はコードレスイヤホンの実施例ブロック図である。
　上記の実施例は、イヤホンをケーブルで携帯用音響機器に接続する例を説明した。この
実施例では、ブルートゥースのような無線によりイヤホンと携帯用音響機器とを接続する
例を説明する。図のイヤホン７０には、実施例１と同様にして、測温素子７２が固定され
ている。このイヤホン７０に図の制御回路７１が組み込まれている。制御回路７１には、
既に説明した構成のＲＦコンバータ７４とデータ処理回路７５と無線送信機７６とアンテ
ナ７８が設けられている。データ処理回路７５は、上記のカウンタ３９や無線送信機７６
への出力信号生成回路を含む。ＲＦコンバータ７４の出力は無線送信機７６とアンテナ７
８を通じて、携帯用音響機器に向けて無線送信される。その結果、温度測定値に相当する
信号が携帯用音響機器で取得される。
【００４６】
　制御回路７１には、さらに、無線受信機８０と増幅器８２とが設けられている。携帯用
音響機器から送信された音響信号がアンテナ７８と無線受信機８０により受信されて、増
幅器８２によりイヤホン７０が駆動される。制御回路７１の各部には、電源回路８６とス
イッチ回路８５を通じて電力が供給される。さらに、増幅器８２の出力を監視するように
、無線送信停止回路８４が設けられている。携帯用音響機器側の電源制御手段６４（図１
）が、主要回路に供給する電源電力を遮断するオフモードに移行すると、音響再生信号が
受信されなくなる。即ち、増幅器８２の出力が無くなる。このとき、無線送信停止回路８
４は、スイッチ回路８５を制御して、制御回路７１の各部への電力供給を遮断する。これ
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で、イヤホン７０のバッテリの消耗を防ぐ。なお、起動スイッチ８８は、制御回路７１を
再起動させるためのものである。
【００４７】
　なお、図の下方には、携帯用音響機器側のブロック図を示した。携帯用音響機器側には
、アンテナ９０と無線受信機９２と温度検出インタフェース９６とが設けられている。温
度検出インタフェース９６には、既に図１を用いて説明したとおりの図示しない電源制御
手段６４が接続されている。温度測定値に依存する無線信号が、アンテナ９０と無線受信
機９２により受信される。この信号が温度検出インタフェース９６においてディジタル信
号化される。温度検出インタフェース９６や電源制御手段６４の動作は実施例１と同様で
ある。音響再生回路９８の出力は、無線送信機９４に接続されている。従って、音響再生
信号はアンテナ９０を通じてイヤホン７０に向けて送信される。オフモードでは、音響再
生回路９８や無線受信機９２や無線送信機９４に供給する電力が遮断される。これにより
、上記の要領で、イヤホン７０の制御回路７１の電源も遮断される。従って、コードレス
イヤホンでも、実施例１と同様の制御ができる。
【実施例５】
【００４８】
　図６はオンモードからオフモードに移行する動作のフローチャートである。
　以下、上記の装置を実現するためのコンピュータプログラムの説明をする。まず、最初
はイヤホン１４が耳に装着されている状態で、電源制御手段６４はオンモードである。ス
テップＳ１１では、定温確認フェーズで動作している。従って、例えば、監視手段６０は
、１分間隔で温度測定値を取得し、これを記憶装置に記憶する。ステップＳ１２では、比
較手段６２が、直前に記憶した温度測定値と今回記憶した温度測定値とを比較して、温度
が下降したかどうかという判断をする。この判断の結果がイエスのときはステップＳ１３
の処理に移行し、ノーのときはステップＳ１１の処理に戻る。
【００４９】
　ステップＳ１３では、遷移確認フェーズに切り換える。即ち、これ以後は５秒毎に温度
測定値を取得する。ステップＳ１４では、温度遷移パタンの検出処理をする。例えば、連
続３回分の温度測定値が漸減（単調減少）していれば、「漸減パタン」と判断する。ステ
ップＳ１５では、比較手段６２が、「漸減パタン」を検出したかどうかという判断をする
。この判断の結果がイエスのときはステップＳ１６の処理に移行し、ノーのときはステッ
プＳ１４の処理に戻る。
【００５０】
　ステップＳ１６では、電源制御手段６４が、これまでのオンモードからオフモードに移
行する。そして、ステップＳ１７で５分間待機をする。さちに、再度温度測定値を取得し
て、所定温度領域かどうかを判定する。即ち、ステップＳ１８で、所定温度領域に復帰し
たかどうかという判断をする。この判断の結果がイエスのときはステップＳ１１の処理に
戻り、再び定温確認フェーズで動作する。イヤホン１４が耳に再装着されたケースである
。ノーのときはステップＳ１９の処理に移行する。ステップＳ１９では、電源制御手段６
４がスイッチ回路５２をオフする。さらに、ステップＳ２０では、温度測定を終了する。
電源が自動的に遮断された後は、使用者がイヤホンを再び装着して強制的に電源をオンす
るまで、温度測定は不要である。従って、ステップＳ２０のような制御にした。
【００５１】
　図７は、遷移パタンの認識処理動作フローチャートである。
　この処理は、図６のステップＳ１４のさらに具体的な手順を示す。まず、ステップＳ２
１で、監視手段６０は温度測定間隔を５秒にセットする。ステップＳ２２で監視手段６０
は温度測定値を取得する。ステップＳ２３で、比較手段６２が前回測定値との差分を取得
する。ステップＳ２４では、差分を閾値（例えば、１度）と比較する。ステップＳ２５で
は、温度測定値と所定温度領域（体温領域）の最低値とを比較する。ステップＳ２６では
、比較手段６２が上記の比較結果に基づいてパタン認識をする。即ち、数回の温度測定値
が閾値以上変動しながら低下しており、最後の温度測定値が上記領域の最低値以下という
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パタンかどうかを判定する。
【００５２】
　図８は、２個の測温素子を使用したときの動作フローチャートである。
　ステップＳ３１では、メインの測温素子２２の出力を取得する。次に、ステップＳ３２
で、補助測温素子４４の出力を取得する。ステップＳ３３では、測温素子２２の出力と補
助測温素子４４の出力の差分を計算する。これをそのまま温度測定値として記憶装置に記
憶させればよい。前回の温度測定値と今回の温度測定値の差分から温度の漸減バタンを判
定するには、絶対的な温度は意識しなくてよい。また、測温素子２２の出力が補助測温素
子４４の出力に閾値以上接近したときに、イヤホン１４が耳から外されたと判断すればよ
い。
【００５３】
　図９は、携帯用音響機器を再起動させるときの動作フローチャートである。
　始めは温度測定も何も行われていない。ステップＳ４１で再生要求スイッチの操作を検
出したかどうかという判断をする。この判断の結果がイエスのときはステップＳ４２の処
理に移行し、ノーのときは待機する。ステップＳ４２では、遷移確認フェーズの動作を開
始する。ステップＳ４３では、温度測定間隔を例えば、１０秒にセットする。ステップＳ
４４では、パタン認識処理をする。即ち、ステップＳ４５で、温度測定値が「漸増パタン
」かどうかという判断をする。この判断の結果がイエスのときはステップＳ４６の処理に
移行し、ノーのときは待機する。ここでは最低２回以上の温度計測を行うとよい。温度変
化をステップ応答として見た場合に、温度変化の時定数に対して十分小さい時間間隔で温
度測定値を取得する。３回連続して計測をすると、熱平衡状態での温度を推測計算できる
。この推測計算結果がイヤホン１４を耳に装着したときの値に近ければ、オンモードに移
行するとよい。即ち、ステップＳ４６でオンモードに移行する。ステップＳ４７では、図
７のステップＳ１１に示したとおりの定温確認フェーズで動作させる。
【００５４】
　なお、上記のコンピュータプログラムは、機能ブロックで図示した単位でモジュール化
されてもよいし、複数の機能ブロックを組み合わせて一体化されてもよい。また、上記の
コンピュータプログラムは、既存のアプリケーションプログラムに組み込んで使用しても
よい。本発明を実現するためのコンピュータプログラムは、例えばＣＤ－ＲＯＭのような
コンピュータで読み取り可能な記録媒体に記録してインストールして利用することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】実施例１の携帯用音響機器の回路ブロック図である。
【図２】携帯用音響機器の一例を示す斜視図である。
【図３】ＲＦコンバータの具体的な結線図である。
【図４】遷移パタンを検出するための動作説明図である。
【図５】コードレスイヤホンの実施例ブロック図である。
【図６】オンモードからオフモードに移行する動作フローチャートである。
【図７】遷移パタンの認識処理動作フローチャートである。
【図８】２個の測温素子を使用したときの動作フローチャートである。
【図９】携帯用音響機器を再起動させるときの動作フローチャートである。
【符号の説明】
【００５６】
１０　携帯用音響機器、　１２　音響再生回路、　１４　イヤホン、　１６　ケーブル、
　１８　手動操作スイッチ、　１９　ディスプレイ、　２０　イヤホン装着検出装置、　
２２　測温素子、　２４　ヘッドホン、　２６　付属物、　３０　集積回路、　３２　Ｃ
ＰＵ、　３３　ＲＯＭ、　３４　ＲＡＭ、　３６　Ｉ／Ｏポート、　３７　カウンタ、　
４０　ＲＦコンバータ、　４２　ＲＦコンバータ、　４４　補助測温素子、　４６　タイ
マ、　４８　ＬＣＤドライバ、　５０　電源回路、　５２　スイッチ回路、　６０　監視
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手段、　６２　比較手段、　６４　電源制御手段、　６６　発振制御回路

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】

【図８】

【図９】
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